
かわるん

ごみの減量化・資源化に係る市民参加を推進するため、様々な年代の市民や事業者など多様な 

主体がごみ減量について意見交換する「ごみゼロカフェ」を開催しました。

「ごみゼロカフェ」では、参加者がカフェのように気軽な雰囲気の中でコーヒーや紅茶を飲み 

お菓子をつまみながら意見を交換しました。若い方も参加してくださり、小グループの「ワールド

カフェ方式」で楽しく対話しながら、「“エコ暮らし”からごみ減量を考える」をテーマに、ごみ減量の  

アイディアを出し合いました。

開催状況

● 募集人数  各回 30 名程度（先着順） 

● 参加資格  市内在住・在勤・在学の方 

● テ ー マ   

「“エコ暮らし”からごみ減量を考える」 
● 開催日時・場所  市内３カ所 

皆さんのご意見をたくさんいただきました！
ありがとうございました！

第１号

第１回（南部地域） 
10 月 22 日（土） 

14 時 00 分～16 時 00 分

産業振興会館 

第３研修室Ａ・Ｂ 

２８名参加 

御参加いただいた方には、本市の普及啓発グッズ特製「手拭い」のプレゼントがありました。 

第２回（北部地域） 
11 月 19 日（土） 

14 時 00 分～16 時 00 分 

多摩区役所 6 階 

601 会議室 

２８名参加 

第３回（中部地域） 
11 月 26 日（土） 

14 時 00 分～16 時 00 分 

川崎市生活文化会館

（てくのかわさき) 

第 1・2 研修室 

２４名参加 

＜川崎市一般廃棄物処理基本計画に位置づけられた「ごみゼロカフェ」＞ 

平成 28年度から平成 37年度までの10年を計画期間とする「川崎市一

般廃棄物処理基本計画」の第１期行動計画(平成 28年度～29年度)では、１

人１日あたりの普通ごみ排出量15g 削減、家庭系の資源化率 30％、ごみ焼

却量 1 万㌧(家庭系 4千トン)削減を目標に、重点的に取り組む20の施策を

設定しています。その中に「ごみゼロカフェ」が位置づけられました。 





ごみゼロカフェ News 第 1号

「川崎市ごみ分別アプリ」は資源物とごみに関する情

報を配信しています。「ごみの出し方がわからない」、

「プラスチック製包装を出し忘れた！」そんな時に 

ご活用ください。 

川崎市ごみ分別アプリ 検索 

【基本理念】 
「地球環境にやさしい持続可能なまちの実現をめざして」 

【基本方針】
・ 社会状況の変化等に的確に対応し、限りなくごみをつくら

ない社会を実現します

・ 市民・事業者・行政の協働により“エコ暮らし”を実践し、さ

らに３Ｒを推進します

・ 安心して健康に暮らせる快適な生活環境を守ります

 ごみ分別アプリ 

をご存知ですか？

スマートフォンやタブレット端末等
から無料ダウンロードできます。 

① 右記または市のホームペー
ジ上に掲載している「2 次元
コード」を読み取る。 

② 「App Store」または「Google 
Play」からダウンロード。 

■ お問い合わせ   環境局生活環境部減量推進課 E-mail：30genryo@city.kawasaki.jp 
TEL：044-200-2605  FAX：044-200-3923 

発行：ごみゼロカフェ運営委員会 平成 29 年 3 月 

ごみゼロカフェに対する意見を

お寄せください！お待ちしています！

＜平成 28 年度ごみゼロカフェ開催経緯＞ 

「ごみ減量市民会議」から「ごみゼロカフェ」へ 

１）「ごみ減量市民会議」の取組 

平成 17年４月、川崎市では川崎市一般廃棄物処理基本計画「かわさきチャレンジ・３Ｒ」 を推進するに

あたり、市民・事業者・行政が加わり、協働で地球環境にやさしい持続可能な循環型のまちを目指すことを目

的に、市民の参加と協働を進める場として、平成 18年度から平成 27年度までの 10年間 4期にわたり「川

崎市ごみ減量推進市民会議」（以下、「ごみ減量市民会議」）が開催され、“分別等に関する普及広報チラシ”の

作成や“普及啓発冊子「チャレンジ生ごみダイエット」”の作成など、市民一人ひとりが地域や家庭で自主

的・日常的に ごみ減量に取組むための提案や仕組みづくりに取り組んできました。 

２）川崎市一般廃棄物処理基本計画への提案 

第 4期「ごみ減量市民会議」(平成 26、27年度)では、改訂

を迎えた川崎市一般廃棄物処理基本計画に向けて、川崎市環境審

議会廃棄物部会へ 

・市民からの自由な意見を聞く場の特化 

・市内をまわり、市民のごみ減量への関心を高めてもらう場 

・廃棄物減量指導員との連携の強化 

を考え、「ごみ減量市民会議」にかわり「ごみゼロカフェ」の開催を

提案し、今年度より「ごみゼロカフェ」の開催が実現しました。 

① 多様な市民目線の意見を吸い上げる 

② 市内各地で実施する「ごみゼロカフェ」と「ごみゼロカフェ・ 

ニュース」の発行により情報共有の推進 

③ 日頃、ごみに関心のない方や若い方にも興味を持ってもらえる 

ような環境教育・環境学習の推進 

を目指す新たな市民参加の取組として、市民の意見やごみ減量の 

アイデアをみなさんと共有し実践につなげていきたいと思います。 

多くの皆さんの参加をお待ちしています。 

iPhone・iOS 端末用 Android 端末用  

「川崎市一般廃棄物処理基本計画」って何？

～ごみ減量 未来へつなげる エコ暮らしプラン～

川崎市一般廃棄物処理基本計画


